
スタンダード商法シリーズの刊行にあたって

　近年、商法をめぐる環境には、大きな変化がみられる。そうした変化には、
例えば、ここ数年間だけでも、平成26年の会社法の改正、平成26年、27年、29
年の金融商品取引法の改正、平成29年の民法（債権関係）の改正、平成30年の
商法（運送・海商関係）等の改正等、大きな改正が続いていることがあげられ
る。
　いうまでもなく、商法の対象とする範囲は広く、実質的には、商法総則、商
行為法、会社法、手形法、小切手法、保険法、金融商品取引法等の諸法が含ま
れ、法改正だけではなく、新たな裁判例の蓄積等も目覚ましく、その範囲は、
拡大の一途をたどっている。
　そこで、こうした状況に鑑み、基本的に商法の全範囲についてカバーしなが
ら、しかも、直近の法改正や新たな裁判例の蓄積等についても対応した、新しい
教科書シリーズの刊行が、強く望まれてきたところである。本『スタンダード商
法』シリーズ（全 5巻）は、こうした期待に応えるべく、刊行されるものである。
　本シリーズは、その『スタンダード商法』という名称が示すように、基本と
なる幹の部分を丁寧に概説することにより、主として、法学部生をはじめ、経
済学部、商学部、経営学部等の学生の皆さんが、商法の全体像をしっかりと修
得しながら、リーガルマインドを養成することができるように、標準的な内容
を提供することをコンセプトとしている。
　このような本シリーズが、これまでに刊行されてきた優れた教科書と並び、広
く世の中に歓迎され、永きに亘って愛されることを心より祈念してやまない。
　末筆ながら、本シリーズの刊行に向けて鋭意取り組んで下さった執筆者各位
に心より敬意を表するものである。また、本シリーズの刊行にあたっては、法
律文化社の皆様、特に、小西英央氏と梶原有美子氏に大変お世話になった。こ
こに記して、心より感謝申し上げる次第である。
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